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Ⅱ 平成２５年度 壱岐保健所 業務計画書 
 

 課  名  企画調整課 

  業 務 名 １ 健康危機管理業務 

（管内の現状及び課題） 

１ 平成１９年１月に策定した「新型インフルエンザ対策マニュアル（壱岐保健所）」について、その
後の国における行動計画の改定（平成２３年９月）、県での地方機関再編等を反映した行動計画（第
３版）の改定などを踏まえ、平成２５年３月に「新型インフルエンザ壱岐地区対応マニュアル（第
２版）」を作成した。 
今後は、国の行動計画や平成２５年５月６日に施行された「新型インフルエンザ等対策特別措置法」
について共通認識を持ち、医療体制について協議を行うことにより地域における連携体制を強化する
必要がある。 

２ 平成２３年１１月に改訂された「長崎県鳥インフルエンザ発生時対応マニュアル」に基づき、「壱岐
地区における鳥インフルエンザ発生時対応マニュアル」について、平成２５年３月に改訂版を策定
した。 

  今後はこのマニュアル等に基づき発生時の対応について確認していく必要がある。 

（対策及び本年度の目標） 

１ 新型インフルエンザの発生に備え、壱岐医師会はじめ各関係機関との連携体制の強化。 

２ 新型インフルエンザの入院勧告を想定した机上訓練（患者搬送訓練）、防護服着脱訓練を実施。 

３ 振興局管理部、農林水産部等とともに鳥インフルエンザ発生を想定した防疫作業訓練等を実施。 

（本年度の主な事業内容と実施方針） 

１ 新型インフルエンザ地域対策協議会の開催。 

国、県が平成25年度に新型インフルエンザ対策行動計画･ガイドラインの改訂を予定しているため、そ
れらを踏まえた、壱岐の医療体制等の見直しや国･県の行動計画やガイドライン、改定した新型インフ
ルエンザマニュアル（長崎県壱岐保健所）、壱岐市の対応状況等の説明を実施し、各関係機関の連携
を強化する。 

 

２ 新型インフルエンザの発生に備えた訓練の実施 

（１）新型インフルエンザ患者発生時の所内体制整備のため、机上訓練（患者搬送訓練）と防護服着脱
訓練（２回／年）を実施する。  

（２）患者搬送の机上訓練については、事前に所内打合せ会議を実施する。机上訓練と併せて、防護服
着脱訓練（１回目）を実施する。 

（３）防護服着脱訓練（２回目）については、鳥インフルエンザ訓練も兼ねて実施する。 

 

３ 鳥インフルエンザ防疫作業訓練の実施 

（１）振興局管理部、農林水産部等と共同で鳥インフルエンザ防疫作業訓練等を実施する。併せて、防
護服着脱訓練も実施する。 
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 課 名  企画調整課  

  業 務 名 ２ 地域保健医療関係業務   

（管内の現状及び課題） 
１ 医療連携体制の構築 

平成２５年３月改訂の長崎県医療計画は、４疾病・５事業（がん医療、脳卒中医療、急性心筋梗塞
医療、糖尿病医療、離島へき地医療、一般救急、小児救急医療、周産期医療、災害医療）に精神医
療及び在宅医療を追加した５疾病・５事業及び在宅医療にかかる医療提供体制等見直した計画とな
った。 

 
（１）壱岐地域保健医療対策協議会（以下地対協） ２回開催 

地対協では長崎県医療計画「壱岐医療圏の特徴ある取り組みと今後の方向性」の進捗管理と計画
期間を平成２５年４月から平成３０年３月までの新な医療計画策定に向けての検討等行った。 

 
（２）「脳卒中に関する地域医療連携専門部会」及び「在宅医療に関する地域医療連携専門部会」 

合同部会（以下地対協専門部会）：１回 平成２５年２月７日（木） 
脳卒中医療連携については、地域リハビリテーション連絡協議会に「脳卒中専門部会」(以下「
地域リハ脳卒中専門部会」)を設置し、地域リハ脳卒中専門部会で「脳卒中におけるリハビリテ
ーション医療の施設調査」と「口腔ケア・嚥下リハビリテーションに関する調査」行い課題を抽
出することができた。リハの調査では施設内外の連携方法等の課題が明らかになったので、今後
は情報共有のために地域連携パスを地域リハ脳卒中専門部会で検討する。口腔ケア等調査では、
研修システムや各マニュアル作成の必要性が明らかとなったので、地域リハ脳卒中専門部会と壱
岐地域リハビリテーション広域支援センターが協働して行う。 

 
（３）在宅医療の推進については、地対協専門部会で今後は医療と介護の連携について現状と課題の整

理を行うことになった。 
 
（４）ＣＫＤ（慢性腎臓病）対策は、平成２３年度から壱岐市が重症化予防の一環として、取り組んで

いる。平成２５年度からは壱岐保健所に壱岐地区ＣＫＤ対策検討会を設置し、壱岐市と連携して
ＣＫＤの医療連携の構築を目指す。 

 
２ 住民参加型地域医療向上事業（平成２４年度から平成２５年度までの２ヵ年事業）は、壱岐地域医
療改善協議会を設置し、壱岐市の乳幼児のう歯有病率が高い等の課題改善のための「乳幼児のむし
歯有病率のカイゼン」（ソフト的カイゼン策事業）と脳卒中の医療連携で課題であった脳梗塞治療の
血栓溶解療法等脳卒中医療体制の整備のため、「脳梗塞に対する経静脈的血栓溶解療法導入」（ハー
ド的カイゼン策事業）を認定した。平成２５年度は「乳幼児のむし歯有病率のカイゼン」の２年目
事業に取り組む。 

 
３ 救急医療 
（１）島内ＡＥＤ設置状況 ９１台 平成２４年９月２０日現在 

(壱岐市防災・火災緊急情報ホームページ) 
 
（２）平成18度から壱岐地区県職員を対象にＡＥＤを含む心肺蘇生講習会を壱岐市消防本部の協力を得

て毎年開催している。（主催は壱岐振興局安全衛生委員会） 
実施回数１回（平成２４年９月１８日） 受講者１６名 

 
４ 医療安全の推進  
（１）平成１５年から保健所に「壱岐地域医療安全相談センター」が設置され、患者・家族等からの医

療安全相談に対応している。 
（医療安全相談件数 平成２２年度２件、平成２３年度０件、平成２４年度１件） 

 
（２）壱岐地域医療安全相談センター連絡調整会議を平成２２年度１回開催したが、平成２３年度、平

成２４年度は開催していない。 
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（対策及び本年度の目標） 
１ 「壱岐医療圏の特徴ある取り組みと今後の方向性」の「在宅の医療連携」の推進は、医療と介護の
連携について現状と課題の整理を行う。 

 

２ 平成２５年度に壱岐地区ＣＫＤ対策検討会を設置し、医療連携を推進する。 

（本年度の主な事業内容と実施方針） 
１ 医療体制の構築 
（１）地対協において長崎県医療計画｢壱岐医療圏特徴ある取り組みと今後の方向性｣の進捗管理を行う。 

１回／年 
 
（２）長崎県医療計画「壱岐医療圏の特徴ある取り組みと今後の方向性」の「脳卒中の医療連携」推進

は、平成２４年度に引き続き、地域リハ脳卒中専門部会と連携し重点的に取り組む。地域リハ脳
卒中専門部会は情報共有のための地域連携パスを検討と口腔ケア・嚥下リハビリテーションの先
進施設での研修会等実施し、今後のマニュアル作りに活かす。 
（「脳卒中に関する地域医療連携専門部会」１回開催） 

 
（３）長崎県医療計画「壱岐医療圏の特徴ある取り組みと今後の方向性」の「在宅の医療連携」の推進

は、医療と介護の連携について現状と課題の整理を行う。 
   （「在宅医療に関する地域医療連携専門部会」または関係者会議等を２～３回開催） 
 
（４）住民参加型地域医療向上事業は壱岐地域医療改善協議会を1回開催し、ソフト的カイゼン策事業の

壱岐市「乳幼児のむし歯有病率のカイゼン」及びハード的カイゼン策事業の光武内科循環器科病
院「脳梗塞に対する経静脈的血栓溶解療法導入」の評価を行う。 

 
（５）平成２５年度に壱岐地区ＣＫＤ対策検討会を設置し、医療連携体制の構築を目指す。 
 
２ 救急医療 
  壱岐地区県職員を対象に心肺蘇生（ＡＥＤ含む）講習会（平成１８度より毎年開催）を実施する。 
  （主催は壱岐振興局安全衛生委員会） 
 
３ 引き続き医療安全相談窓口を設置し、相談に対応する。 
 

 

 



長崎県壱岐保健所 25 年度事業概要 業務計画 

 - 11 -

 
 

 課  名   企画調整課 

  業 務 名   ３ 医療機関立入検査業務 

（管内の現状及び課題） 

 
１ 医療法第２５条第１項の規定に基づき、医療機関が法令に定める人員及び構造設備を有し、適正な
管理を行っているかについて、検査及び指導を実施する。 

  平成２４年度実績 管内医療機関数  立入検査数 
    病院      ７施設中    ７施設（ ７回）を実施  
    診療所    ２６施設中    ８施設（ ８回）を実施（一般診療所８、歯科診療所０） 
    合計     ３３施設中   １５施設（１５回）を実施 
 
病院立入検査については、県が定める重点項目を中心に、長崎県内で統一したチェックリストに基
づき検査が行われており、効率的かつ地域差のない立入検査内容の充実が図られている。 

 
２ 病院については毎年実施し、一般診療所及び歯科診療所は３年毎に検査を実施している。 
 

３ 平成２４年度の病院立入検査において、安全管理のための体制及び院内感染防止のための対策が不十
分な病院が認められた。 

（対策及び本年度の目標） 
 
１ 病院（６施設）、一般診療所（４施設）、歯科診療所（５施設）の計１５施設について、立入検査及
び指導を行う。 

 
２ 県が定める重点項目を中心に立入検査・指導を行うが、特に安全管理のための体制及び院内感染防
止のための対策が十分図られているか留意し、実態に即した把握・指導を行う。 

（本年度の主な事業内容と実施方針） 
 
１ 県が定める重点項目を中心に、検査指導を行う。 
 
              管内医療機関数   （立入検査予定数） 平成２５年４月現在 
   病院              ６    （      ６） 
   一般診療所           １６    （      ４） 
   歯科診療所                １０    （       ５） 
   合計                       ３２    （      １５） 
 
２ 特に安全管理のための体制の確保及び院内感染防止のための対策が十分図られているかに留意し、
実態に即した把握・指導を行う。 
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 課  名 企画調整課  

  業 務 名 ４ 研修業務 

（管内の現状及び課題） 
１ 会議・研修等 
（１）壱岐市との企画及び地域保健課長及び担当者会議（保健福祉担当者会議） 

ア 開催回数 １回実施 平成２４年６月６日 出席者：壱岐市１６名、壱岐保健所１１名  
イ 内  容 壱岐市及び保健所の重点事業について協議 

 
（２）地域保健関係職員等研修会、 
ア 原子力防災伝達研修会の開催 １回 平成２４年１０月１５日 出席者：４１名 
イ 新任保健師研修会 ２回 
（ア）１回目：平成２４年４月２５日～２６日  壱岐市１名 
（イ）２回目：平成２５年１月２１日      壱岐市１名  壱岐保健所２名 

 
（３）壱岐市養護教諭部会研修会 平成２４年４月１３日（金）壱岐島開発総合センター 

 平成２４年度実績：養護教諭２１名、教育委員会３名、壱岐市健康保健課２名 
 
２ 学生等研修受入 
（１）県立大学シーボルト校看護学科学生１６名 ８日間 

（平成２４年４月２５日～４月２７日 ３日間、６月１３日～６月１７日 ５日間） 
（２）壱岐高校生講話「壱岐市の医療の現状と課題」平成２４年１１月９日（金） 
   生徒３年生１７名 教諭１名 計１８名  
 
（対策及び本年度の目標） 
１ 地域の実情に対応した地域保健福祉サービスが円滑に推進される事を目的に、壱岐市と保健所等関
係機関が相互の業務を理解し、連携が深められるよう会議を行う。また、関係職員の資質向上のた
めに必要な研修を実施する。 

 
２ 将来、地域医療・看護、公衆衛生の分野に関わる学生等の育成を行う。 
 

（本年度の主な事業内容と実施方針） 
１ 会議・研修等 
（１）壱岐市との企画及び地域保健課長及び担当者会議（保健福祉担当者会議）の開催（１回/年） 
 
（２）地域保健関係職員等研修会、 

ア 保健所及び壱岐市職員等による伝達研修会を開催する。（１回/年） 
イ 新任保健師研修会（２回/年） 

 
（３）壱岐市養護教諭部会研修会 平成２５年４月１２日（金）壱岐島開発総合センター 
 
２ 実習受入れについては、実習目的に沿うよう実施する。 
（１）長崎県立大学シーボルト校  ８日間（４/２２～４/２４ ３日間、６/１７～６/２１ ５日間） 
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 課  名    企画調整課  

  業 務 名   ５ 情報管理業務 

（管内の現状及び課題） 
１ 保健統計調査事業（統計調査・分析・地域診断） 
  保健医療業務の基礎となる資料を作成については、 
（１）平成２３年度は壱岐地区肝炎対策検討会開催に向けて、資料作成を行った。また平成２５年度受

動喫煙防止島プロジェクトの企画に際し、過去の調査等に整理を行った。 
（２）平成２４年度は在宅医療に関する資料の作成を行った。 
 
２ 事業概要の作成 
  保健所事業及び統計資料をまとめた事業概要を作成し、壱岐保健所ホームページ上に掲載した。 
  （平成２４年８月２２日～） 
 
３ ホームページの管理 

県公式ウエブサイトのリニューアルが平成２５年８月に予定されており、壱岐保健所のホームペ
ージについても移行作業を実施する必要がある。 

 

（対策及び本年度の目標） 
１ 保健統計調査事業（統計調査・分析・地域診断）  
  各種統計調査の調査結果を整理・分析し、保健医療業務の基礎となる資料を作成する。 
 
２ 事業概要の作成  
  保健所が行う事業及び統計資料を毎年度作成しホームページ上で閲覧可能にする。 
 
３ ホームページの管理  
  ホームページの更新については、必要に応じて随時行い情報管理の徹底を図る。 
 

（本年度の主な事業内容と実施方針） 
１ 保健統計調査事業（統計調査・分析・地域診断）  
  各種統計調査の調査結果を整理・分析し、保健医療業務の基礎となる資料を作成する。 
 
２ 事業概要の作成  
  保健所事業及び統計資料をまとめ事業概要を作成しホームページ上に掲載する。 
 
３ ホームページの管理   

県公式ウエブサイトのリニューアルが平成２５年８月に予定されており、壱岐保健所ホームペー
ジの移行作業を実施する。リニューアル後は各担当で更新することになるので、職員への説明会
等を実施する。 

 

 


